
総合的な学習の時間 学習指導案 
単元名：地域と関わる 

～防災カレンダー作成を通して～ 

 

  本単元で育成を目指す資質・能力【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】【自立・郷土愛】     

 

指導者 呉市立川尻中学校 堂城 貴子  

 

日 時  令和４年１１月８日（火） 

場 所  呉市立川尻中学校 １年Ａ組教室 

学 年  １年Ａ組（男子１１名 女子１８名 計２９名） 

 

               単元について                

 

〇単元観  

本単元は，本質的な問い「私たちは地域とどのように関わり，どう生きていくのか」を基に構想

した。川尻という地域について学び，川尻で暮らす人々の思いや考えを知り，地域と関わって生き

るために「自分たちは何ができるか」という視点から生徒自らの課題を設定する。そして，その課

題を解決していくことを通して，本中学校区で設定した資質・能力【知識・技能】【思考力・判断力・

表現力】【自立・郷土愛】を育成することをねらいとしている。 

本校区では，平成 22 年７月に豪雨災害が起き，中学生が災害復旧ボランティアを行った。そのこ

とをきっかけに川尻中学校の生徒は代々地域のボランティア活動に盛んに参加してきた。そして，

総合的な学習の時間の取組の中では第１学年が「水墨画カレンダー」を作成し，職場体験先や高齢

者の方に配布することを行ってきた。しかし，３年前からコロナウィルス感染症対策で，多くのボ

ランティア活動にも制限がかかり，それに伴って地域との関わりや高齢者との関わりは減少してい

る。そこで今年度で 13 回目になる水墨画カレンダー配布の活動を基盤に，改めて「自分たちは何が

できるか」について考えたことが「防災カレンダー」（絵手紙・防災標語・防災マップ）の作成につ

ながった。この，地域に根ざした活動は，呉市が取り組む防災教育にもつながるものである。 

本単元では，「防災カレンダー」の作成を通して，生徒自らが地域と関わり，実態に触れ，「自分

たちは地域とどのように関わり，どう生きていくか」について考える。その中で，生徒は，身近な

存在である地域で働く方や高齢者，民生委員の方々と関わることが地域の支えにつながることに気

付き，今後自ら積極的に地域で働く方や高齢者の方に関わっていこうという思いをもつことになる

と期待している。そして地域の一員として，例えば災害発生時の避難をともにするなど，生徒一人

一人が地域との関わりや生き方について考えをもって行動することができるように展開する。この

ような学びの姿は，指導者が設定した本質的な問いを具現化するものであり，本中学校区で設定し

た資質・能力の育成につながると考える。 

 

 

〇生徒観 

  本学年の生徒は，素直で温かく柔軟な感性をもっている。また自治会や民生委員，児童委員，花・

図書ボランティアなど，地域の方々と関わり温かく見守られながら生活している。よって，地域の

現状や課題を把握し，自分たちにできることを考える活動では，地域の方に親しみをもち，地域の

方を思いやる発言も聞かれ，前向きに取り組む姿勢が見られる。 

これまでの学習では，課題解決に向け，進んで資料や情報を集めたり，班で話し合い，自分の考

えを持って交流したりすることで，考えを深めることができつつあるが，取り組む姿勢には個人差

が見られる。 

また，授業の中で出てきた疑問や課題に対して「さらに調べたい」「もっと考えてみたい」という

次への学習へつなげていくことに対しては課題があることから，調べたことを基にしてさらに自ら

学びを深めていくための手立てが必要であると考える。 

 



〇指導観 

 

指導に当たっては，次の２点に留意する。 

 

【探究的な学びにつながる地域の人・もの・ことの活用】 

探究的な活動を支える土台として，課題意識をもたせることや，探究的な見方・考え方を働か

せることを重視し，地域の人・もの・ことを活用していく。 

単元の導入では，民生委員・主任児童委員の方より，呉市と川尻町でおこった過去の災害，そ

の際の川尻中学校のボランティア活動の様子，水墨画カレンダーを作成し地域で働く方や高齢者

に配布するようになったきっかけや，その活動が今年で 13 回目になること，地域で働く方や高

齢者が中学生に期待することなどについて直接話を聞く場を設定し，地域の人の思い等を理解さ

せ「防災カレンダー」を作成することにつなげる。 

「防災カレンダー」作成においては，民生委員・主任児童委員の方の協力で，川尻町在住の日

本画家をお招きし，カレンダーを目にした方が温かい気持ちになるような絵手紙の描き方を学ぶ

ことで，地域の人材を知り，地域の方とのつながりをもたせる。 

また「防災カレンダー」の配布を通して，川尻という地域の実態を知り，どの地域に企業があ

り，高齢者がどこに住んでいるのかを把握する。民生委員との打ち合わせから民生委員の思いや

そこで暮らす高齢者の思いなど，さらに詳しく地域の実態を知った上で，実際に災害が起きたと

きに一人でも多くの命を助けるための行動を取るために，地域社会の一員として，｢自分たちは何

ができるか｣という視点に基づき考えさせる。そして自分たちから地域で働く方や高齢者の方を

活気付けるにはどうしたらよいかということを多面的に考え，自分たちの行動や生き方につなげ

ることができるようにする。（来年度，修学旅行で訪れるＳＤＧｓの取組を行っている上勝での学

びにもつなげる。） 

 

【生徒が自ら問いを見出すためのしかけ】  

単元を通して，本質的な問い「私たちは地域とどのように関わり，どう生きていくのか」や「自

己の生き方」に係って，生徒が自ら問いを見出すことができるよう，｢自分たちは何ができるか｣

を問いかけながら，班での活動などを取り入れて単元構成を工夫する。 

単元の導入で，民生委員の方の話を聞き，高齢者の方たちが，中学生に期待することは何か，

どのような関わりを望んでいるのかを考えさせる。 

第２次では，防災カレンダーを作成する活動に取り組ませる。地域社会の一員として，一人で

も多くの命を助けるために｢自分たちは何ができるか｣という視点に基づき課題を発見させ，全学

年の生徒を巻き込んだ「防災標語」作りや「防災マップ」作りなどの活動につなげる。実際に防

災マップを使用する場面を想定し考えることで，生徒自ら地域の方々の立場に立って活動できる

ようにする。 

第３次では，実際にカレンダー配布をする際にどのようなコミュニケーションを取るのかを考

えるために，事前にシミュレーションを生徒同士で行い，相手意識をもち，生徒自ら積極的に礼

儀正しい接し方や挨拶ができるようにする。また，防災カレンダーを配布する際には地域で働く

方や高齢者の思いを受け止め，中学生に期待することは何かを考え行動できるようにする。  

 

単元を通して，生まれ育った川尻の地域を調べる活動や地域で働く方や高齢者の思いを知る活

動が，「私たちは地域とどのように関わり，どう生きていくのか。」といった一人一人の課題意識

をもつことにもつながると考える。また川尻に暮らす一員として，自分たちにできる地域との関

わりを考え防災カレンダーを配布することを通して，地域を知り，今後さらに主体的に地域で働

く方や高齢者と関わっていく生徒の姿を目指す。 

 

 

 

 

 

 



            単元の目標及び評価規準             

【単元の目標】 

  地域で働く方，高齢者との関わりを通して，川尻という地域の実態を知り，どのような思いで暮

らし，中学生に期待することは何かを考えるとともに，防災カレンダーの配布という実践を通して

「地域とどのように関わり，どう生きていくのか」考えたことを今後の生活に生かすことができる。 

 

【評価規準】 

知識・技能  思考力・判断力・表現力 自立・郷土愛  

①  川尻町の地域の地形や人

口など特徴や実態を理解し

ている。 

②  民生委員の話や調べ学習

によって，目的や対象に応

じた活動を実施している。 

③  川尻と自分たちとのつな

がりを理解することは，探

究的に学習してきたことの

成果であることに気付いて

いる。 

①  地域で働く方や高齢者と

関わっていくために何が必

要かなど，課題を明らかに

している。 

②  地域と関わって生きるた

めに必要な情報について，

多様な方法で収集してい

る。 

③  課題の解決に向けて収集

した情報を整理し，解決に

向けて考えている。 

④ 相手や目的に応じて，ＩＣ

Ｔ機器を活用するなど，分か

りやすく表現している。 

①  課題解決のための方法を

考えようとしている。 

②  地域とのかかわりの中

で，異なる意見や他者の考

えを受け入れながら，自分

ができることを考えようと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

              指導と評価の計画                   

（全 20 時間）本時は 16／20 

〈本質的な問い〉私たちは地域とどのように関わり，どう生きていくのか 

次(

時
） 

学習内容 

【他教科等との関連】 

評 価 

評価規準（評価方法） 資質・能力 

一
（
２
） 

課題の設定 

○  川尻という地域につい

て知る。 

 

情報収集 

○  川尻の災害の歴史につ

いて地域の方に話を聞き

情報を集める。（１時間） 

 

整理分析 

○ 集めた情報を整理・分析

し，地域の課題について考

える。（１時間） 

 

 

 

・川尻の特徴や地域の暮らしはどう

なっているのかを理解している。 

（行動観察，発言） 

 

 

・川尻の災害の歴史や，カレンダー

配布のねらいと取組を理解し，課

題意識をもっている。 

（行動観察，ワークシート，発言） 

 

 

・課題解決のための方法を考えよう

としている。 

（ワークシート，発言） 

 

 

知識・技能① 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力① 

 

 

 

 

自立・郷土愛① 

 

 

 

 

新たな課題の設定 

○  川尻の地域の特徴につ

いて知り，新たな課題を設

定する。（１時間） 

 

 

情報収集 

○ 全校生徒に呼びかけ，自

らも作成した防災標語を

集める。（１時間） 

 

 

○ 絵手紙の描き方を学び，

題材を集めて絵手紙を描

く。（４時間） 

 

○  防災マップに必要な情

報（避難場所・危険箇所・

ＡＥＤ設置場所等）を収集

する。（３時間） 

 

 

 

 

 

 

・新たな課題を設定し，課題解決のた

めの方法を考え，学習の計画を立て

ている。（行動観察，発言） 

 

 

 

 

・「防災カレンダー」作成の目的や，

学んだことを基に，自分たちの思い

を分かりやすく表現している。  

（行動観察・作品） 

 

 

 

 

 

・地域と関わって生きるために必要  

な情報について，多様な方法で収集  

している。  

（行動観察，ワークシート，発言） 

・調べ学習によって，目的に応じた調

査活動をしている。 

（行動観察，ワークシート，発言） 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力① 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力④ 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力② 

 

 

知識・技能② 
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整理・分析 

○  作成した防災標語と絵

手紙を整理し，内容を吟味

した上でふさわしいもの

を選択する。（１時間） 

 

○  防災マップに必要な情

報を整理し，選んだ情報が

目的や相手に合った情報

であるか分析し，防災マッ

プを完成させる。（４時間） 

【本時】 

 

 

 

・課題の解決に必要な情報を収集し，

整理している。 

（ワークシート，発言） 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力③ 

 

 

新たな課題の設定 

○ 「防災カレンダー」配布

に向けて，新たな課題を設

定する。 

 

情報収集 

○  民生委員や地域の方と

の交流をシュミレーショ

ンし，必要な礼儀作法につ

いて調査する。 

（１時間） 

 

整理・分析 

○  班で考えた配布の方法

ができるか検討し，実際に

配布する。（２時間） 

 

 

まとめ・表現・振り返り 

○ 「地域と関わっていくに

はどうしたらよいか」をま

とめ，地域との関わり方に

ついて振り返る。（１時間） 

 

 

 

・新たな課題を設定し，課題解決のた

めの方法を考え，学習の計画を立て

ている。（行動観察，発言） 

 

 

 

・地域の方々との交流に必要な礼儀

作法について情報収集している。 

（行動観察，ワークシート，発言） 

 

 

 

 

 

・地域の方に配布する際に，中学生か

ら関わっていけるようにするには

どうしたらよいか，自分ができるこ

とを考えようとしている。 

（ワークシート，発言） 

 

 

・川尻と自分たちとのつながりを理

解することは，探究的に学習してき

たことの成果であることに気付い

ている。 

（行動観察，ワークシート，発言） 

 

・相手や目的に応じて，ＩＣＴ機器を

活用し，分かりやすく表現すること

ができる。 

（行動観察，作品，発言） 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力① 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力② 

 

 

 

 

 

 

 

自立・郷土愛② 

 

 

 

 

 

 

知識・技能③ 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力④ 

 

三
（
４
） 



 

 

本時の学習 

（１）本時の目標 

防災マップに必要な情報を整理し，選んだ情報が目的や相手に合った情報であるか分析する

ことができる。 

（２）本時の評価規準 

・課題の解決に向けて必要な情報を収集し，整理している。【思考力・判断力・表現力③】 

（３）学習の展開（第 16 時／全 20 時間） 

分 
学習活動 指導上の留意点 

資質・能力の評価 

【観点】 

（評価方法） 

４ 

 

 

１ 

 

 

 

 

５ 
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25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１ 防災カレンダー作成の進捗

状況と，配布することのねら

いを改めて確認する。  

２ 本時の学習課題を知る。 

【課題発見】 

 

 

 

３ 最後のページにどのような

形で収集した情報を掲示する

か考える。 

 

 

 

 

４ 防災マップ作りに必要な情

報を考え，実際に地図に掲示

していく。 

【自力解決】→【集団解決】 

 

 

 

 

５ 情報を掲示した防災マップ

は，本当に役に立つものなの

か考える。 

【自力解決】→【集団解決】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時を振り返るとともに，

今後の学習の見通しをもつ。 

【まとめ・振り返り】 

・ 「防災カレンダー」作成に至る流れを改めて

確認し，「自分たちは何ができるか」について

考えていくことを意識させる。 

・ 昨年度の「水墨画カレンダー」を提示し，最

後のページに何を載せるか，どのように載せ

るかをイメージさせる。 

 

 

・ 考えを発表する際は，理由を明確にさせる。 

 意見が多数出たらどちらがよいか理由を話し

合わせる。 

 

 

 

 

・ 予め川尻の地図を用意しておくが，生徒から

の主体的な考えを導き出すようにする。 

・ まず個人で思考し，班で話し合って考えを深

めさせる。 

 

 

 

 

・ 相手の状況をイメージすることが難しけれ

ば，ロールプレイングを行ったり，考えを深め

る発問をしたりすることで相手の立場に立っ

て，何に困るのか，何が必要かを考えさせる。 

・ ただ防災カレンダーを渡すだけではなく，ど

のように働きかけるとより効果があるかも考

えさせる。 

 

 

 

 

  

 

・ 防災カレンダー完成のために今後必要にな

る情報をあげ，見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災マップに必要な情

報を整理し，選んだ情報

が目的や相手に合った情

報であるか分析し整理し

ている。 

【思考力・判断力・表現力③】 

（行動観察，ワークシート，発言） 

 

防災カレンダーの最後のページをみんなで作成しよう！ 

本時の展開 

（生徒の反応例） 

・たくさん掲載箇所があるので一覧表をつくる。 

・場所がすぐにわかるように地図に記入する。 

（生徒の反応例） 

・避難場所 ・ＡＥＤ設置場所 ・危険な場所 

・自宅の場所 

（発問例） 

・ＡＥＤが必要な時，本当に使えるのか？ 

・一人一人に配布するのに，それぞれの自宅にど

のように印をつけるのか? 

・地図を見た時まずみんなが確認するのは何? 



 


